
学校番号 ４１３ 

令和３年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 数研出版「改訂版 物理」 

副教材等 数研出版「四訂版 リードα物理基礎・物理」 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

一年生で学習した物理基礎の内容を発展させ、２年生で３単位、３年生で２単位の計５単位で

物理を学習します。２年次には力と運動、熱と気体、波動を学習する。内容は原子内部のミクロ

の世界から宇宙の成り立ちといったマクロなものまで多種多様であるがすべてが関連し、つなが

ったものであることを理解してもらいたい。授業は主にＢ４サイズの裏表印刷のプリントで行い

ます。 

２ 学習の到達目標 

 物理に関する専門的な知識を身につけ、科学的思考力を身につける。 実験、演示実験、ビデ

オ・web教材などを通して、物理現象を観察しその法則性の理解を深める。また、大学受験も視

野に入れ基礎力・応用力を身につける。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関

心や探究心を持ち、意

欲的にそれらを探究

しようとするととも

に、科学的態度を身に

つけている。 

知識を基に、自主的に

学習することができ

る。 

自然の事物・現象の中

に問題を見いだし、探

究する過程を通して、

事象を科学的に考察

し、導き出した考えを

的確に表現している。 

 

 

観察，実験を行い，

基本操作を習得する

とともに，それらの

過程や結果を的確に

記録，整理し，自然

の事物・現象を科学

的に探究する技能を

身に付けている。 

自然の事物・現象に

ついて，基本的な概

念や原理・法則を理

解し，知識を身に付

けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

小テスト 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

 

１
学
期 

１
学
期 

期
末 

力
と
運
動 

物
質
と
化
学
結
合 

平面運動の速度・加速度 ○    a:身の回りの現象・物質に興味

を持ち、意欲的に探求しようと

する。 

ｂ:それぞれの公式を理解し、

自分で導出ができる。意味を理

解し使うことが出来る。 

C:水平投射・斜方投射の作図、

平面衝突の作図が出来る。 

ｄ:落体運動の公式が使える。

運動量保存則とエネルギー保

存則の関係が理解できる。 

 

確認テスト 

プリント課題 

ノート提出 

定期テスト 

実験・観察等 

落体の運動 ○  ○ ○ 

剛体にはたらく力のつりあい ○ ○   

剛体に働く力の合力と重心  ○ ○  

運動量と力積  ○   

運動量保存則  ○  ○ 

反発係数  ○   

等速円運動 ○ ○   

慣性力  ○   

単振動  ○   

万有引力  ○   

 

２
学
期 

２
学
期
期
末 

熱
と
気
体
・波 

気体の法則 ○ ○   a:身の回りの現象・物質に興味

を持ち、意欲的に探求しようと

する。 

ｂ:それぞれの公式を理解し、

自分で導出ができる。意味を理

解し使うことが出来る。 

ｃ:波特有の現象である、反

射・屈折・回折・干渉・ドップ

ラー効果を観察し、その成り立

ちを理解できる。 

ｄ:気体分子の平均運動エネル

ギーの導出、２乗平均速度の導

出ができる。 

 

確認テスト 

プリント課題 

ノート提出 

定期テスト 

実験・観察等 

 

気体分子の運動  ○   

気体の状態変化  ○   

正弦波 ○ ○   

波の伝わり方  ○  ○ 

音の伝わり方   ○ ○ 

音のドップラー効果   ○ ○ 

 

３
学
期 

３
学
期 

波 

光の性質   ○ ○ a: 身の回りの現象・物質に興

味を持ち、意欲的に探求しよう

確認テスト 

プリント課題 

ノート提出 



レンズ ○ ○ ○  とする。 

ｂ:それぞれの公式を理解し、

自分で導出ができる。意味を理

解し使うことが出来る。 

ｃ:光速の測定方法、ヤングの

実験、回折格子の観察を通し、

光も波であることを再確認す

る。 

ｄ:ヤングの実験・回折格子・

くさび形干渉実験・ニュ－トン

リングなどすべて波の干渉で

あることが理解できる。 

定期テスト 

観察等 

光の干渉と回折  ○ ○ ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


